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地震の石碑復刻版の紹介

本多 亮（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに
　温泉地学研究所の観測だよりの

ページをめくると、1970 年代から

90 年代にかけて、「地震の石碑」と

いう記事があります。この記事は、

温泉地学研究所の元所長である平野

富雄氏らが、自らの足で訪ね歩いた

石碑などについてまとめたもので

す。石碑には、1923 年の関東大震

災をはじめさまざまな地震・火山災

害に関する出来事が刻まれ、地震・

火山災害のおそろしさとともに、地

域を復興させていく人々の力強さを

知ることができます。

　これまで過去の観測だよりは一部

を除いて pdf 化されておらず、一般

の方の目に留まる機会が多くありま

せんでした。そこで、今回復刻版と

して、70 年代から 90 年代に掲載

されたオリジナルの記事を pdf ファ

イル化し、HP で公開するとともに、

2012 年現在の石碑の状況を取材し

てまとめました。

とりあげられている石碑の概要
　観測だよりに掲載された石碑の記

事は全部で 28 回あります（表 1）。

最初の 3 回は「ボクのいしぶみ巡り」

と題されて、観測だよりの前身であ

るなまず通信に掲載されました。そ

の後、第 4 回からは不定期で観測

だよりに掲載されています。取り上

げられている石碑は 73 個（図 1）で、

内訳は地震と復興の記録が 60%、

供養塔などが 18%、その他地震の

遺構などが 22% となっています（図

2）。また、記述されている地震は、

1923 年の大正関東地震がおよそ 8

割を占め、元禄関東地震や宝永東海

地震・富士山の宝永噴火に関するも

の、小田原地震に関するものが数 %

程度ずつとなっています。また取り

上げられている石碑の分布ですが、

7 割が県西部地域、とりわけ南足柄

市と山北町周辺に集中しています

（図 1）。

　この「地震の石碑」シリーズでは、

地震の直接の被害というよりも、そ

の後の土砂崩れや水害に関する石碑

を多く取り上げていることが特色の

ひとつです。そのような石碑は県西

部に多く存在しますが、理由のひと

つとして、神奈川県がフィリピン海

プレートと陸のプレートの衝突する

場所にあるという地域の特性が考え

られます。

　神奈川県西部地域では、二つのプ

レートの衝突に伴って急峻な山地が

形成され、そこから流れ出る河川の

流域に人々が生活しています。そし

て、プレート境界が陸域付近に存

在するため、規模の大きなプレー

ト境界地震が陸域直下で発生しま

す。そのため、ひとたびプレート境

界で地震が発生すると広域で大きな

揺れとなり、土砂崩れが頻発しま

図１　地震の石碑シリーズで取り上げられた、石碑の分布図。
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す。実際、大正関東地震の際に丹沢

の山腹崩壊の面積は全山の約 20%

（6000ha）に達したといわれていま

す。また、丹沢山地や箱根は雨の多

いことでも知られ、年間雨量はおよ

そ 3000mm 程度で横浜付近の倍近

くあります。この雨は、丹沢山地や

周辺の山々の地下水を涵養し、恵み

の雨ともなりますが、地震後には大

規模な水害も発生させるのです。

　平野富雄さんは記事の中で、「関

東大地震のようなＭ（マグニチュー

ド）: 8 級の巨大地震で大きく揺れ

る時間はたかだか 1 分程度である。

しかし、地震による山地の崩壊が原

因となって、それ以後何年にもわ

たって出水の被害が続いたことを忘

れてはならないだろう。」と書いて

います。その例として、酒匂川の文

命堤碑を簡単に紹介します。

文命西堤碑と東堤碑
　文命堤碑は、1703 年の元禄関東

地震とそれに続く 1707 年の富士山

宝永噴火の影響によって決壊した、

酒匂川の堤防修復を記念して建てら

れたものです。これらの石碑は、酒

匂川の岩流瀬堤と大口堤にあり、酒

匂川の治水事業の歴史上、もっとも

有名なものとされています。

　酒匂川は 1703 年の元禄地震に

起因する土砂崩れや、1707 年の富

士山噴火の降灰によって河床があ

がり、1708 年の増水によって大口

堤、岩流瀬堤が決壊し、足柄平野全

体が浸水します。いくどか小田原藩

によって工事が行われますが、たび

たび決壊を繰り返し、小田原藩は遂

に領地の半分を天領として幕府に差

し出し、以後、幕府が工事を引き継

ぐことになります。すなわち、酒匂

川の治水事業は、日本で初めての国

家主導の大規模災害復興事業という

ことになります。1726 年に田中丘

隅が責任者に任命され、酒匂川の治

水工事に乗り出し破損した堤防を修

復します。丘隅は、「弁慶枠」など

当時最新の技術を用いて堤防の修復

にあたりました。そして堤防の竣工

に際して建てられたのが、文命堤碑

です。文命堤碑とともに建てられた

という文命宮は別名禹王廟（うおう

びょう）といい、黄河の氾濫を治め

た中国の治水の神、禹の祠（夏の禹

王の字名が文命）とされています。

堤竣工の際に文命宮を祀ったのは、

禹王廟をたてて加茂川の安全を祈願

した京都の故事に倣ったものとされ

ています（大脇、2007）。しかし、

丘隅らの努力にもかかわらず、この

後もたびたび足柄平野は洪水にみま

われ、小田原藩に領土が戻されるの

は 1783 年、実に地震から 80 年以

上が経過してからでした。

　文命碑と文命宮は、西堤（岩流瀬

堤）と東堤（大口堤）に 1 対ずつ

建てられましたが、東堤の文命宮

は 1909 年以降、行方不明となって

いました。近年、その一部である

笠石らしきものが発見され（大脇、

2007）、現在は復元されたものが文

図２　石碑のうちわけ

表１　記事のリストと発行年
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命東碑とともに、福澤神社に祀られ

ています。

おわりに
　地震の石碑は単なる被災記録だけ

でなく、その土地に生活する人たち

の歴史の記録でもあります。今回、

地震の石碑シリーズを復刻するに当

たり、元記事を読みなおし現在の石

碑の状況を取材しました。そうした

作業は、地震そのものだけでなく、

地震が発生した時代やその前後の地

域の状況などについても勉強する良

い機会になりました。同じように、

この記事の読者が、石碑をきっかけ

に郷土の歴史や地域の地学的特徴に

ついても興味を持ち理解を深めるこ

とで、自然に防災に対する意識も高

まっていくことを期待します。これ

は、ライアン・杉原（2011）のい

う、「防災といわない防災」にも通

図３　地震の石碑復刻版HP
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じると思います。pdf 化されたオリ

ジナル記事と、今回新たに撮りなお

した写真などは HP でご覧いただけ

ます（図 3、4）。地震の石碑復刻版

が、少しでも読者の防災意識の向上

に役に立てば幸いです。
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